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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2023年５月９日に公表いたしました2024年３月期（2023年４月１日

～2024年３月31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

2024年３月期の業績予想の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 269 △1,314 △1,324 △1,327 △44.28 

今回修正予想（Ｂ） 269 △792 △793 △797 △25.74 

増減額（Ｂ－Ａ） － 522 530 529  

増減率（％） － － － －  

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 
229 △806 △775 △778 △26.97 

（注）当社は、連結財務諸表を作成しておりません。 

 

２．修正の理由 

売上高については、一部のBNCT治療施設において患者の受け入れ中断があったものの、BNCTの症例数

については堅調に推移したことから据え置いております。一方、研究開発費については国内開発パイプラ

インの拡充に対する開発を進めながらも、主に米国へ向けた海外展開のための技術移管等について、現地

国での製剤製造体制の確立に向けた取り組みは継続しておりますが、直近の資金調達状況に鑑み、より将

来の収益獲得への蓋然性が高いと判断される合理的な時期に投資を執行すべく、その時期の調整を行った

結果、営業損失は当初予想から522百万円、損失幅が減少する見込みとなりました。米国への海外事業投

資は後倒しになるものの、引き続きBNCT治療の世界展開に向けての計画そのものは中断することなく継続

してまいります。 

また、経常損失及び当期純損失についても、営業外費用として計上しておりました株式交付費用が減少

した結果、それぞれ当初予想から530百万円、529百万円、損失幅が減少する見込みとなりました。 

 

注１．上記の今回修正予想１株当たり当期純利益は、第３四半期末までの新株予約権の行使による期中平

均株式数を考慮しております。 

注２．上記の業績予想は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


